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キャンパスリニューアル計画
18号館の完成予想模型

18号館起工式での大川理事長の鍬入18号館平面図

スチューデントラボに設置された乾燥炉

昨年の開催風景（於LCセンター）

本学タイ事務所開所式でのテープカット

■
18
号
館
着
工

　

さ
る
4
月
16
日
（
金
）
10
時

30
分
か
ら
、
18
号
館
の
起
工
式

が
建
設
予
定
地
で
あ
る
9
号
館

北
側
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

平
成
23
年
2
月
に
竣
工
の
予

定
で
工
事
が
始
ま
り
、
完
成
後

に
は
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と

電
気
電
子
工
学
科
、
電
気
実
験

セ
ン
タ
ー
が
入
る
予
定
で
あ
る
。

　

鉄
骨
の
2
階
建
て
で
、
面
積

は
1
階
7
4
9
m2

、
2
階

6
9
8
m2

、
合
計
1
4
4
7
m2

。

建
物
の
東
側
が
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
、
西
側
が
電
気
電
子
工

学
科
と
電
気
実
験
セ
ン
タ
ー
と

い
う
配
置
と
な
る
。

　

1
階
の
中
央
に
は
、
通
り
抜

け
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
が
配
置
さ
れ
、

両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
多

目
的
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
実
験
室

が
設
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在

9
号
館
1
階
に
あ
る
電
子
デ
ザ

イ
ン
ラ
ボ
も
こ
の
建
物
に
移
動

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

2
階
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の

研
究
室
、
実
験
室
と
い
う
配
置

に
な
る
。

■
Ｗ
4
棟
・
博
物
館
改
修
工
事

完
了

○
Ｗ
4
棟
改
修

　

従
来
、
博
物
館
別
館
と
し
て

研
究
室
、
卒
業
計
画
室
、
展
示

室
等
、
建
物
全
体
を
使
っ
て
配

置
し
て
い
た
も
の
を
、
1
階
に

集
約
し
て
建
物
内
の
ス
ペ
ー
ス

有
効
活
用
を
図
る
べ
く
改
装
工

事
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
2
階
に
は
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ジ
オ
、
研
究
室
、
卒
業
計
画

室
を
配
置
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ジ
オ
内
に
は
、
平
成
22
年
度

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
他
、
什
器
類

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ロ
ビ
ー
部
分
に
は
談
話
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
等
は
手
作
り
の
も
の
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
学
科
の
特
色

が
良
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
今
回
の
改
修
工
事
で
は
、

省
エ
ネ
を
考
慮
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
や
高
効
率
タ
イ
プ
の
蛍
光
灯

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

○
博
物
館
事
務
室
改
装

　

Ｗ
4
棟
の
改
修
工
事
と
併
せ

て
博
物
館
事
務
室
の
改
修
を
同

時
に
実
施
し
た
。

　

事
務
室
を
全
面
改
修
し
、
天

井
上
に
、
こ
れ
ま
で
Ｗ
4
棟
2

階
に
展
示
さ
れ
て
い
た
時
計
工

場
が
移
設
さ
れ
た
。

■
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
学
生
用
自
習
室

設
置
工
事
完
了

　

Ｅ
1
棟
3
階
の
ロ
ビ
ー
部
分

に
一
部
間
仕
切
り
を
施
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
学
生
の
自
習
室
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
事

を
実
施
し
た
。

　

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
ら

れ
た
室
内
は
ガ
ラ
ス
張
り
で
内

部
の
様
子
が
外
か
ら
で
も
見
え

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

（
部
屋
面
積
38 

m2

）。

　

ま
た
、
室
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
自
習
机
・
イ
ス
な
ど
は
、

旧
図
書
館
で
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
を
再
利
用
し
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
。

■
塗
装
ブ
ー
ス
・
乾
燥
炉
設
備

設
置
工
事
完
了

　

Ｅ
9
棟
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ

ボ
内
に
吹
き
付
け
塗
装
用
ブ
ー

ス
と
乾
燥
炉
が
設
置
さ
れ
た
。

　

当
初
、
機
械
工
学
科
の
実
験

棟
内
に
設
置
す
る
予
定
で
検
討

さ
れ
て
い
た
が
、
授
業
以
外
で

も
出
来
る
だ
け
多
く
の
学
生
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
内
に
間
仕

切
り
を
し
て
そ
の
中
に
設
置
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
工
事
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
部
屋
面

積
26 

m2

）。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
学
生
た

ち
が
ラ
ボ
な
ど
で
製
作
し
た
品

物
を
自
分
で
塗
装
、
乾
燥
を
し

て
仕
上
げ
る
こ
と
も
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
多
く
の
学
生
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
「
集
い
」
の
目
的
は
、
全
国

の
中
学
校
・
高
校
等
に
在
職
す

る
本
学
卒
業
現
職
教
員
と
本
学

と
の
連
携
を
深
め
、
相
互
の
発

展
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
も
、
昨
年
に
続
き
本
学

内
で
開
催
す
る
。
奮
っ
て
ご
参

加
の
う
え
、
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

実
施
要
領
は
以
下
の
通
り
。

〈
日
時
〉
平
成
22
年
7
月
10
日

〈
場
所
〉
本
学
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー

〈
内
容
〉

◎
現
職
教
員
研
究
発
表

 

・
静
岡
県
浜
松
市
立
富
塚
中
学

校
教
諭　

水
野
佳
史
氏

 

・
東
京
都
立
六
郷
工
科
高
校

副
校
長　

佐
々
木　

哲
氏

◎
挨
拶
・
講
演
（
予
定
）

 

・
学
長　

柳
澤　

章

 

・
入
試
室
長　

丹
澤
祥
晃

 

・
工
業
教
育
研
究
所
長　

　
　
　
　
　
　

原
田　

昭

◎
学
科
交
流
会

◎
懇
親
会

　
　
　
　
（
工
業
教
育
研
究
所
）

第
６
回｢

本
学
卒
業

　

現
職
教
員
の
集
い｣

の
開
催

　

本
紙
1
6
4
号
（
4
月
1
日

発
行
）
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、

3
月
29
日
（
月
）、
30
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
た
、
タ
イ
の
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
（
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
）
の
50

周
年
記
念
式
典
へ
、
大
川
理
事

長
夫
妻
、
柳
澤
学
長
以
下
3
名

の
本
学
教
職
員
が
参
列
し
た
。

　

式
典
初
日
の
29
日
に
開
催
さ

れ
た
工
学
部
総
合
棟
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
タ
イ

王
室
の
チ
ャ
ク
リ
・
シ
リ
ン
ト

ン
王
女
が
出
席
し
、
新
棟
を
視

察
し
た
。
こ
の
場
で
、
大
川
理

事
長
と
柳
澤
学

長
が
、
海
外
か

ら
の
出
席
者
代

表
と
し
て
、
王

女
と
対
面
を
し

た
。

　

30
日
は
、
ホ

テ
ル
に
会
場
を

移
し
、
国
内
外

か
ら
数
百
名
の

招
待
者
を
招
い

た
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
Ｋ

Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
の
ク

ラ
イ
ウ
ッ
ト
・

キ
ャ
ッ
テ
ィ
コ

ー
モ
ン
学
長
の

挨
拶
や
、
Ｋ
Ｍ

Ｕ
Ｔ
Ｔ
の
歴
史

の
紹
介
、
さ
ら

に
は
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
、
成
功
裏
に
幕

を
閉
じ
た
。

　

こ
の
式
典
に
先
立
ち
、
創
立

50
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ

た
工
学
部
総
合
棟
内
に
設
置
さ

れ
た
本
学
タ
イ
事
務
所
の
開
所

式
が
、
本
学
関
係
者
と
Ｋ
Ｍ
Ｕ

Ｔ
Ｔ
の
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
関
係
者
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
事
務
所
は
、

こ
れ
か
ら
の
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
と
本

学
と
の
学
術
交
流
の
益
々
の
発

展
や
タ
イ
か
ら
の
留
学
生
の
本

学
へ
の
受
入
れ
拠
点
に
な
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

今
回
の
出
張
期
間
中
に
は
、

こ
れ
ま
で
タ
イ
人
留
学
生
の
受

入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

大
川
理
事
長
や
柳
澤
学
長
の
も

と
に
、
1
期
生
か
ら
15
期
生
ま

で
の
タ
イ
人
Ｏ
Ｂ
や
そ
の
家
族

が
集
ま
り
、
親
睦
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

タ
イ
か
ら
本
学
へ
留
学
し
た

Ｏ
Ｂ
の
方
々
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ

る
、
本
学
機
械
工
学
科
15
期
卒

業
の
ソ
ム
ポ
ッ
プ
•
チ
ン
タ
ム

ミ
ッ
ト
さ
ん
か
ら
、
タ
イ
人
留

学
生
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
目
的
で
寄
付
を

受
け
た
。
親
睦
会
後
に
柳
澤
学

長
か
ら
同
氏
に
お
礼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

７／10（土）

　

平
成
23
年
度
入
試
で
注
目
す

べ
き
点
は
次
の
と
お
り
。

◆
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ 

工
業

科
）
の
新
設

　

出
願
時
の
評
定
平
均
値
が
4.3

以
上
の
工
業
科
出
身
の
方
を
対

象
と
し
、
入
学
手
続
締
切
日
を

遅
め
に
設
定
し
た
点
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
。
国
公
立
大
学
等
と

併
願
受
験
を
検
討
し
て
い
る
方

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
、
成
績
・

人
物
が
優
秀
な
方
は
、
後
述
す

る
入
試
奨
学
金
（
20
万
円
）
が

与
え
ら
れ
る
。

◆
特
別
奨
学
生
入
試

　

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ
れ

る
方
を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
べ

く
、
年
2
回
（
8
、
1
月
）、

計
40
名
を
募
集
。
特
別
奨
学
生

に
採
用
さ
れ
て
入
学
し
た
方
に

は
、
1
年
次
の
学
費
の
半
額
が

免
除
さ
れ
る
特
典
が
与
え
ら
れ

る
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

　

入
試
奨
学
金
は
、
1
年
次
の

学
費
の
減
免
と
し
て
年
額
20
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。
平
成
22
年

度
に
は
1
3
9
名
の
方
が
認

め
ら
れ
た
。
一
般
入
試
、
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
、
専
門
高
校
入

試
（
Ｓ 

工
業
科
）
お
よ
び
（
Ｂ 

工
業
科
）
の
合
格
者
の
う
ち
、

本
学
に
入
学
す
る
方
の
中
か

ら
、
入
試
の
成
績
が
優
秀
で
、

学
業
の
伸
展
が
期
待
さ
れ
る
方

に
給
付
さ
れ
る
。

◆
一
般
入
試
に
地
方
会
場
を
設

定
　

一
般
入
試
Ａ
は
、
仙

台
、
郡
山
、
水
戸
、
高

崎
、
千
葉
、
柏
、
東
京

（
一
般
入
試
Ｂ
で
も
設

定
）、
新
横
浜
、
新
潟
、
長
野
、

静
岡
に
地
方
会
場
を
設
定
。
地

方
主
要
都
市
で
、
本
学
へ
の
受

験
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

◆
大
学
案
内
の
発
行　

　

2
0
1
1
大
学
案
内
は
、
工

房
教
育
や
環
境
教
育
な
ど
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
各
学
科
の
特
色
、

支
援
体
制
等
を
紹
介
。
ほ
か
、

女
子
受
験
生
向
け
に
本
学
の
特

色
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す
る

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も
刊
行
し

た
。
入
手
希
望
者
は
、
本
学
Ｈ

Ｐ
、ま
た
は
入
試
室（
0
4
8
0

‐
3
3
‐
7
6
7
6
）
ま
で
。

出前授業の紹介
　平成21年度は、延べ151回の出前授業を
実施し、前年の86回に比べ大幅に増加し
ている。3年間にわたる大学をあげての組
織的な取組みが浸透した結果といえる。
　平成22年度は、一層高校や中学校の期
待に応えようと、8学科92名の教員から
108テーマの出前授業が用意された。下記
に、今年度授業題目の一部を紹介する。
【機械工学科】 最軽量金属マグネシウムで作る様々
な製品／レーザーではじめる／21世紀は炭素の時
代（電気釜からボーイング787まで）

【ものづくり環境学科】 「もったいない」精神で毎
日の生活をみなおす／風車で作るクリーンエネル
ギー／文明の跡地は砂漠になる（森を創る文明・森
を壊す文明）／最先端をゆく日本のクルマづくり

【創造システム工学科】 環境を守る黒いダイヤモン
ド／電子顕微鏡と友達になろう／自動車に見るナ
ノテク技術／ロボットとサイボーグ

【電気電子工学科】 聞こえない音のお話／コン
ピュータと暗号化技術／のぞいてみよう“ナノ”の
世界／次世代電気自動車は環境問題を解決する

【情報工学科】 「分かる」のしくみ／コンピュータと
人が仲良くする技術のお話／どこでもコンピュー
タ／ラジオとテレビ放送技術発展の歴史

【建築学科】 建物基礎と地盤／始めての耐震工学／
地球温暖化対策としてのエコリフォーム／建築設計
の魅力／建築設計の現場から／世界遺産と国際協力

【生活環境デザイン学科】 歴史を生かしたまちづく
りは高齢者に優しい／とびきりの建築空間視察の
旅／建築材料のあれこれ／福祉の用具で暮らせる
住環境

【共通教育系】 「だまし絵」の秘密／クラスの中に同
じ誕生日の人がいるか／平行二輪車「セグウェイ」で
体感するロボット制御の基礎／進学指導ガイダンス

協
定
校
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
創
立
50
周
年
記
念
式
典
と

　

日
本
工
業
大
学
タ
イ
事
務
所
開
設

　3月28日（日）、春のオープンキャンパス
が開催され、昨年を上回る大勢の高校生や
保護者の方が参加された。
　興味にあわせて選べる分野体験や、女子
学生による何でも相談コーナー「女子向け
特別プログラム」などが好評であった。

オープンキャンパス情報 平
成
23
年
度
入
試
情
報

（左） KMUTT 学長に記念品を贈る柳澤学長 （右） チャクリ王女と挨拶を交わす大川理事長と柳澤学長
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日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成22年6月1日発行 第165号

神田キャンパスで行われた入学式での記念撮影

学業奨励奨学金受賞者（建築デザイン学群）と柳澤学長

第43回体育祭の大玉騎馬リレー

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

第
６
期
生
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

大
学
基
準
協
会
の
認
証
評
価
も「
適
合
」と
認
定
。

し
た
。
若
干
の
問
題
点
の
指
摘

は
あ
る
も
の
の
、
評
価
結
果
は

概
ね
良
好
で
あ
り
、「
基
準
に

適
合
で
あ
る
」
旨
の
認
定
を
頂

戴
し
た
。

　

こ
の
認
証
評
価
プ
ロ
セ
ス
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
評
価

委
員
の
方
々
と
我
々
大
学
院
関

係
者
と
の
面
談
中
、
興
味
深
い

ひ
と
こ
ま
が
あ
っ
た
。

　

評
価
委
員
の
ひ
と
り
か
ら
、

「
普
通
2
年
間
で
行
う
課
程
を

1
年
で
修
了
し
て
し
ま
う
こ
と

に
問
題
は
な
い
の
か
、
1
年
間

と
い
う
短
期
間
で
は
学
習
の
実

が
十
分
に
挙
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
主
旨
の
質
問

が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

当
方
関
係
者
の
詳
細
な
説
明

や
実
際
に
授
業
を
見
学
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
質
問
さ

れ
た
当
の
ご
本
人
も
、
結
局
は
、

本
研
究
科
の
特
徴
を
理
解
さ
れ
、

1
年
制
の
実
践
教
育
の
内
容
な

ら
び
に
院
生
諸
君
の
熱
心
な
学

習
態
度
に
高
い
評
価
を
下
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

確
か
に
１
年
間
と
い
う
の
は

短
い
。
授
業
の
コ
マ
数
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
時
間
割
の
作
成

は
一
大
作
業
に
な
り
、
大
変
で

あ
る
。
し
か
し
、
我
々
の
実
感

と
し
て
も
院
生
諸
君
の
成
長
速

度
は
速
く
、
例
年
、
10
月
の
秋

学
期
を
迎
え
る
頃
に
は
、
彼
ら

の
成
長
・
充
実
振
り
が
目
に
見

え
て
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
多

忙
な
社
会
人
学
生
の
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
１
年
制
の
方
が
向
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど

と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

（
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

副
研
究
科
長　

宇
野
永
紘
）

平
成
22
年
度
本
学
学
部
入
学
者
の
都
道
府
県
別
入
学
者
数
が
ま
と
ま
っ
た
。

総
入
学
者
数
は
１
２
０
５
名（
昨
年
度
は
１
１
２
１
名
）。う
ち
女
子
学
生
は

47
名
で
あ
る
。都
道
府
県
別
入
学
者
数
は
、昨
年
に
続
き
埼
玉
が
ト
ッ
プ
で

４
３
６
名
。次
い
で
東
京
が
２
５
７
名
、茨
城
１
１
３
名
、栃
木
94
名
、群
馬
85

名
が
ベ
ス
ト
５
で
あ
る
。入
学
者
は
、全
国
32
都
道
府
県
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

を
懸
命
に
や
り
遂
げ
る
。
そ
し

て
、
体
育
祭
を
通
じ
て
築
い
た

交
友
関
係
を
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
主
催
者
側
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
期
待
と
不
安

を
胸
に
入
学
し
た
新
入
生
だ
が
、

入
学
し
て
約
2
ヶ
月
が
経
過
し

た
こ
の
時
期
に
な
る
と
学
生
生

活
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
た
よ
う
で
、

体
育
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

4
月
19
日
（
月
）、
情
報
工
学
科
棟
5
階
会

議
室
に
お
い
て
、
大
川
陽
康
奨
学
金
お
よ
び
学

業
奨
励
奨
学
金
受
給
対
象
者
の
認
定
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　

認
定
式
に
は
、
柳
澤
学
長
、
梅
崎
学
生
支
援

部
長
、
吉
見
学
生
支
援
課
長
、
及
び
本
奨
学
金

受
給
対
象
学
生
1
1
6
名
が
出
席
し
た
。
本
年

度
は
大
川
陽
康
奨
学
金
21
名
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
32
名
（
2
年
生
12
名
、3
、4

年
生
、
各
10
名
）、
リ
マ
ー
カ
ブ
ル
・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト
71
名
（
2
年
生
25
名
、
3
、4
年
生
、

各
23
名
）
が
奨
学
金
受
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

認
定
式
は
18
時
30
分
よ
り
、
学
長
の
「
今
回

の
認
定
に
あ
た
り
、
本
奨
学
金
を
受
給
す
る
学

生
諸
君
は
、
学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
学

の
特
色
で
あ
る
【
も
の
づ
く
り
】
に
も
、
工
房

等
に
て
、
是
非
、
積
極
的
に
参
加
し
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
各
学
生
に
は
認
定
証
が
封
入
さ

れ
た
盾
と
弁
当
が
渡
さ
れ
、
ま
た
、
高
校
訪
問

等
で
、
本
奨
学
金
広
報
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
、

ポ
ス
タ
ー
用
の
写
真
撮
影
が
各
学
群
ご
と
に
行

わ
れ
、
式
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進

行
し
た
。

　

毎
年
春
に
は
、
学
生
自
治
会

が
主
催
す
る
新
入
生
を
歓
迎
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

4
月
17
日
（
土
）
午
後
4

時
30
分
か
ら
、
恒
例
の
大
学
祭

実
行
委
員
会
主
催
「
春
の
ぽ
か

ぽ
か
こ
ん
さ
ぁ
と
」
が
行
わ
れ

た
。
ゲ
ス
ト
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
。
Ｒ

Ｓ
Ｐ
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ 

Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」
で
5
0
0
0
組
を
超
え

る
候
補
者
か
ら
選
ば
れ
、

2
0
0
6
年
に
結
成
。
現
在

は
女
性
2
人
で
活
動
し
て
い

る
。
50
分
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
体
と
な

っ
た
最
高
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

5
月
20
日
（
木
）
に
は
、
中

央
執
行
委
員
会
主
催
の
新
入
生

歓
迎
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
出
演
者
は
、
マ
シ
ン
ガ
ン

ズ
、
麦
芽
、
3
6
0°

モ
ン

キ
ー
ズ
の
3
組
。
テ
レ
ビ
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
お
馴
染
み

の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
だ
け
に
、

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

学
生
も
多
か
っ
た
。
開
演
午
後

6
時
30
分
と
い
う
時
間
帯
も

学
生
に
は
好
都
合
だ
っ
た
よ
う

で
、
講
義
終
了
後
学
友
会
館
に

駆
け
つ
け
る
学
生

の
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。
会
場
は
、

学
生
の
熱
気
と
笑

い
で
大
盛
況
だ
っ

た
。

　

5
月
22
日
（
土
）

に
は
、
体
育
祭
実

行
委
員
会
主
催
の

第
43
回
体
育
祭
が
、

本
学
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は「
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
！
」。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

主
役
で
あ
る
新
入

生
が
こ
の
体
育
祭

　

大
川
陽
康
奨
学
金
、学
業
奨
励
奨
学
金

　
　
　

受
給
対
象
者
認
定
証
授
与
式

第2回 3D-CADプロダクトデザインコンテスト 高
校
生
の
方
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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去
る
4
月
2
日
（
金
）、
専

門
職
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

は
、
第
6
期
生
の
入
学
式
・
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
挙
行
し
、

改
め
て
1
年
間
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
修
士

課
程
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
業
歴
、
学
歴
は
も

と
よ
り
、
年
齢
も
様
々
な
社
会

人
の
院
生
諸
君
と
と
も
に
「
技

術
経
営
」
を
学
び
、
ま
た
議
論

す
る
こ
と
は
我
々
教
員
に
と
っ

て
も
正
し
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
体
験
で
あ
る
。

　

論
語
･
学
而
編
に
い
う
「
学

ん
で
時
に
之
を
習
う
」
と
は
、

「
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
自
ら

の
実
体
験
の
中
で
体
感
･
体
得

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

6
期
生
の
諸
君
も
本
研
究
科
の

課
程
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
体
験

を
通
し
て
体
感
し
つ
つ
、
実
践

に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
や
ま
な
い
。

　

本
研
究
科
も
開
学
以
来
第
6

年
目
を
迎
え
た
。
文
部
科
学
省

が
制
定
し
た
専
門
職
大
学
院
設

置
基
準
に
も
と
づ
き
、
昨
年
来
、

開
学
5
年
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
の
関
門
と
も
言
え
る
大

学
基
準
協
会
に
よ
る
認
証
評
価

プ
ロ
セ
ス
を
受
審
し
、
そ
の
評

価
結
果
を
こ
の
3
月
末
に
受
理

北　海　道
2

青　　森
21（2）

山　形
 18

宮　城
3

秋　田
9

岩　手
10

石　川
2

新　潟
13（1）

福　島
 28（4）

千　葉
28
（2）

茨　城
113
（4）

静　岡
 11（1）

山　梨
7

東　京
 257（4）

愛　知
0

長　野
19（3）

埼　玉
436（12）

群　馬
 85（4）

栃　木
94（3）

奈　良
1

和歌山
0

三　重
1

岐　阜
1

滋　賀
0

福　井
0

富　山
5（1）

山　口
0

広　島
0

岡　山
1

大　阪
1

島　根
1

鳥　取
1

兵　庫
 1

京　都
0

徳　島
0

高　知
0

愛　媛
1

香　川
1（1）

沖　縄
0

鹿 児 島
2

宮　崎
0

熊　本
1

大　分
0

長　崎
0

佐　賀
0

福　岡
0

神奈川
5

外国人他 合　計

26（5） 1,205（47）入学者総数（女子）
〈凡　例〉

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

平成22年度都道府県別学部入学者数（　）は女子の数
※編入学生、および秋季入学者の数は含まない

　本コンテストは、思い思いの
イメージを3D-CADを用いて
デザインし、“ものづくり”の最
先端技術を学ぶことができる。
高校生なら誰でも参加でき、募
集作品はテーマ部門「子供が
乗る遊具」と自由デザイン部
門「自由テーマ」である。今回のテーマ部門は、幼い子供（3～10
歳）が乗る遊具を考え、その形と動き、遊び方の提案を募ってい
る。
　参加希望者は8月15日（日）迄に、本学ホームページから検
索、あるいは機械工学科コンテスト事務局（nagasaka@nit.
ac.jp）まで。

昨年のテーマ部門の優勝作品

第4回 マイクロロボコン高校生大会

　来る9月11日(土)に、本学で
第4回マイクロロボコン高校生
大会が開催される。本コンテス
トは、1インチ角のロボットが
所定のコースを自立的に走行
し、時間を競うもの。わずか1イ
ンチ角のロボット内にCPUや
バッテリーを搭載し、数十cmの大きさのロボットに匹敵する機
能を持つ様に設計が要求される。マイクロ化により構成材料が
少量で済み、省エネルギー・省資源をめざすエコロジーなコン
テストでもある。問い合わせ、応募等はWEBにて。締め切りは8
月28日（土）。
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

わずか1インチ角のロボットで競う

第24回 建築設計競技

　24回目を迎える建築を学ぶ
高校生を対象とした日本工業
大学建築設計競技の今年の課
題は、「『内』と『外』の中間領域
をもつ家」。「室内」と「室外」は
「光」や「風」と関係が深い。例え
ば縁側や回廊があるような、仕
掛（設計）により「内」と「外」の中間領域をもつ豊かな、新しい家
を考えた提案を期待する。審査委員は、建築家の五十嵐淳氏、本
学生活環境デザイン学科川村清志教授、同足立真准教授の3氏。
締切は8月31日（火）入賞発表は9月末日。
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/compe.html
E-mail:kenchiku-compe@nit.ac.jp

入賞作品はLCセンターで展示される

『「内」と「外」の
中間領域をもつ家』

●留学生の出身国・地域
 出身国・地域 計
 中華人民共和国 114
 サウジアラビア 9
 大韓民国 5
 ベトナム 3
 タイ 2
 バングラデシュ 2
 ミャンマー 2
 中華民国 2
 イギリス 1
 イタリア 1
 イラン 1
 ケニア 1
 　　　計 143

●平成22年度　留学生在籍者（学部）

●平成22年度　女子学生在籍者（学部）
 学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計
 1 年 1  3 1 9 18 17 49
 2 年 3  2 6 9 16 12 48
 3 年 4  4 4 6 16  34
 4 年   6  4 28  38
 計 8 0 15 11 28 78 29 169

 学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計
 1 年 9  8 4 7 1 1 30
 2 年 5 1 7 14 12 2 1 42
 3 年 9  11 5 13 4  42
 4 年 7  10 4 6 2  29
 計 30 1 36 27 38 9 2 143

新入生の出身地マップ

学
生
自
治
会

　

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
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日 本 工 業 大 学 通 信（3） 平成22年6月1日発行 第165号

多数の教職員が参加し、意見交換が行われた。

学内合同企業説明会

情
報
工
学
科 

高
瀬
講
師
が

　

I 
E 
E 

E
学
術
奨
励
賞
を
受
賞

学
内
合
同
企
業
説
明
会
参
加
と

　
　
　
　
　
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
就
職
特
集
コ
ー
ナ
ー
の
活
用

歴史的工作機械の顕彰第12回 我が国のものづくりを支えた
名機4機種を表彰

　
「
よ
り
効
果
的
な
就
職
支
援
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
、
第
27
回
教
育
改
革
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
3
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
。
平

成
21
年
度
文
科
省
の
補
助
事
業
で
採
択
さ
れ

た
「
技
術
を
活
か
し
就
職
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
工
学
系
就
職
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
」
は

12
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
が
、
よ
り
効
果

的
な
就
職
支
援
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
求
人
側
が
ど
の
よ
う
な
学
生
を
望
ん
で

い
る
か
や
教
職
員
が
ど
の
よ
う
な
就
職
支
援

を
行
え
ば
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
話
題
の
提

供
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
第
一
部
に
、
教
職
員
に
よ
る
就
職

支
援
と
し
て
菊
地
教
授
か
ら
「
企
業
の
採
用

試
験
と
教
職
員
に
よ
る
就
職
支
援
」
に
つ
い

て
、
次
に
初
見
就
職
支
援
課
主

任
か
ら
「
就
職
支
援
課
に
お
け

る
就
職
支
援
の
取
組
の
事
例
」

に
つ
い
て
、
続
い
て
上
野
准
教

授
か
ら
「
研
究
室
に
お
け
る
就

職
支
援
の
取
組
の
事
例
」
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
第
二
部

に
、
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
就
職
支
援
と
し
て
梅
崎
学
生

支
援
部
長
と
吉
見
就
職
支
援
課

長
か
ら
「
新
規
に
導
入
し
た
就

職
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

い
て
機
能
の
説
明
と
具
体
的
に

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
利
用
方
法

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
学

生
･
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

生
の
就
職
力
を
向
上
さ
せ
、
高

い
満
足
度
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。参
加
者
1
1
2
名
。

第27回教育改革シンポジウム開催

「より効果的な就職支援を目指して」

　

平
成
22
年
度
大
卒
採
用
計
画

は
昨
年
度
に
比
べ
、
若
干
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
計
画
が
決

ま
っ
て
い
な
い
企
業
も
目
立
つ

な
ど
、
景
気
や
業
績
の
先
行
き

不
透
明
感
か
ら
、
企
業
は
慎
重

な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
昨

年
度
に
引
続
き
厳
選
採
用
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、本
年
度
も
、2
月
に
本

館
に
て
7
日
間
、4
月
に
学
友
会

館
に
て
5
日
間
、学
内
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
た
。2
月
に
は
、

大
手
企
業
を
中
心
に
2
0
6
社

を
招
い
て
就
職
希
望
者
の
8
割

以
上
の
学
生
が
参
加
し
、4
月
上

旬
か
ら
、内
定
が
出
始
め
て
い
る
。

4
月
は
、本
学
と
親
し
い
一
般
企

業
1
0
8
社
が
参
加
し
、会
場

に
は
、学
生
が
殺
到
し
、立
ち
席

が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ

た
。こ
の
3
月
に
卒
業
し
た
就
職

者
の
半
数
近
く
が
、こ
の
説
明
会

に
参
加
し
た
企
業
に
就
職
を
し

た
。今
後
、2
月
、4
月
に
加
え
、

6
月
、10
月
に
説
明
会
を
開
催
予

定
し
て
い
る
の
で
、こ
の
機
会
を

是
非
活
か
し
て
内
定
を
得
て
も

ら
い
た
い
。

　

こ
の
説
明
会
へ
の
申
込
は
4

月
よ
り
、文
部
科
学
省
2
0
0
9

年
度「
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
採
択
さ
れ
た
「
就
職
総
合
支

援
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
利
用
可
能

に
な
り
、
自
宅
で
参
加
企
業
の

求
人
情
報
を
見
な
が
ら
、
申
込

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
、
企
業
研

究
、
自
己
分
析
、
資
格
取
得
に

関
す
る
本
の
『
就
職
特
集
コ
ー

ナ
ー
』
を
設
け
た
の
で
、
こ
ち

ら
も
大
い
に
活
用
し
て
就
職
活

動
を
展
開
し
て
欲
し
い
。

お問合せは、創造システム工学科事務室まで 
TEL. 0480－33－7716    s_ jimu@nit.ac.jp 

http://ise.nit.ac.jp/ 
RobotName.html 
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最
近
、
本
学
が
取
材
を
受
け

た
テ
レ
ビ
番
組
等
で
、
塩
ビ
パ

イ
プ
か
ら
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
大

き
な
音
と
共
に
高
速
で
発
射
さ

れ
る
の
を
見
た
方
も
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は「
大

気
圧
砲
」
と
い
う
も
の
で
、
パ

イ
プ
状
の
も
の
の
中
に
発
射
す

る
物
体
（
ボ
ー
ル
等
）
を
入
れ
、

密
閉
し
、
中
の
空
気
を
抜
い
て

真
空
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

パ
イ
プ
の
片
方
を
開
口
す
る
と
、

瞬
間
的
に
空
気
が
流
れ
込
み
、

も
う
一
方
か
ら
内
部
に
入
れ
て

あ
っ
た
も
の
が
発
射
さ
れ
る
。

元
々
物
理
の
実
験
で
空
気
の
力

（
大
気
圧
）
を
見
せ
る
た
め
の

装
置
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
ベ
ー

ス
に
改
良
を
重
ね
、
よ
り
遠
く

に
モ
ノ
を
飛
ば
せ
る
よ
う
に
し

た
の
が
、
増
田
君
と
甲
斐
君
を

中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
当
初
、
工
房
教
育
の

「
物
理
体
感
工
房
」
に
参
加
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
特
に
興
味

を
持
っ
た
仲
間
10
人
と
「
Ｔ
ｅ

ａ
ｍ
自
由
時
間
」
と
い
う
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
授
業
の
合
間
の

自
由
時
間
に
物
理
研
究
室
の
先

生
方
の
指
導
を
受
け
「
物
理
実

験
を
基
礎
に
4
年
間
で
陸
・
海
・

空
を
制
覇
す
る
」
を
目
標
に
活

動
を
開
始
し
た
。

　

ま
ず
、「
陸
」
は
前
出
の
大

気
圧
砲
を
搭
載
し
た
戦
車
（
正

式
名
称
：
戦
略
的
理
科
教
育
支

援
車
両
）。
大
気
圧
砲
の
改
良

と
同
時
に
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
で

自
走
す
る
台
座
も
製
作
し
た
。

台
座
の
元
は
、
農
家
で
み
か
ん

の
搬
送
に
使
用
さ
れ
て
い
た

「
農
耕
用
ク
ロ
ー
ラ
ー
」。
こ
れ

に
板
等
で
外
観
を
製
作
、
大
気

圧
砲
を
据
え
付
け
た
。
現
在
こ

の
砲
は
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
仰
角

45
度
で
1
5
0
メ
ー
ト
ル
以

上
飛
ば
す
能
力
を
有
し
て
お
り
、

将
来
的
に
は
災
害
現
場
等
に
お

い
て
、
遠
方
や
高
層
に
ロ
ー
プ

を
発
射
す
る
よ
う
な
用
途
に
活

用
で
き
な
い
か
研
究
中
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
戦
車
、
米
国

の
も
の
づ
く
り
専
門
誌
「
Ｍ
ａ

ｋ
ｅ
」
が
主
催
す
る
「
Ｍ
ａ
ｋ

ｅ　

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に

出
品
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
熱
中
夜
話
」、
フ

ジ
テ
レ
ビ
の
「
ホ
ル
ス
の
好
奇

心
」
等
の
取
材
を
受
け
、
現
在

も
取
材
申
込
み
が
続
い
て
い
る
。

　

次
に
「
海
」
は
、
塩
ビ
管
で

作
ら
れ
た
全
長
約
2
ｍ
の
「
潜

水
管
（「
潜
水
艦
」
で
は
な
い
）」。

こ
れ
は
海
洋
研
究
開
発
機
構
主

宰
の
「
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
」
に
出
場
、
東
京
大

学
や
東
京
海
洋
大
学
も
参
加
す

る
中
で
、
み
ご
と
敢
闘
賞
を
獲

得
し
て
い
る
。
有
線
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
の
「
Ａ
ｔ
ｌ

ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｓ
」
と
名
付
け
ら
れ

た
「
潜
水
管
」
は
無
人
水
中
探

査
機
と
し
て
考
案
、
最
終
的
に

は
深
度
2
0
0
メ
ー
ト
ル
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
「
空
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
読
売
テ
レ
ビ
主
催
の

「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の

出
場
を
目
指
し「
人
力
飛
行
機
」

の
製
作
を
企
画
し
た
。
時
間
を

か
け
機
体
の
企
画
・
設
計
を
行

い
応
募
し
た
が
、
現
在
、
審
査

が
非
常
に
厳
し
く
、
残
念
な
が

ら
書
類
審
査
に
通
ら
な
か
っ
た
。

　

今
回
、
彼
ら
の
話
を
聞
い
て

い
て
、「
も
の
づ
く
り
が
好
き

で
た
ま
ら
な
い
」
の
だ
な
と
感

じ
た
。
彼
ら
が
実
験
や
製
作
過

程
を
語
る
と
き
の
「
熱
さ
」
は

技
術
者
と
し
て
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
、
も

の
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
い

う
強
い
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
も
感
銘
を
受
け
た
。
こ
れ

ら
の
企
画
・
研
究
は
、
後
輩
た

ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

増田 殊大 君 （左）
システム工学科 ４年（下館工業高校出身）

甲斐 正也 君 （右）
システム工学科 ４年（付属東京工業高校出身）

「大気圧砲」他、物理的原理を
応用した実験作品の製作
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情
報
工

学
科
の
高

瀬
浩
史
講

師
が
3

月
17
日
、

I
E
E
E
（
米
国
電
気
電
子

学
会
）
航
空
宇
宙
・
電
子
シ
ス

テ
ム
部
門
日
本
支
部
の
学
術
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
論
文
題
目
（
和
訳
）
は

「
完
全
コ
ン
プ
リ
メ
ン
タ
リ
符

号
に
よ
る
レ
ー
ダ
と
通
信
の
統

合
方
式
」
で
、
レ
ー
ダ
と
通
信

を
同
周
波
数
帯
域
で
同
時
利
用

す
る
た
め
の
新
し
い
送
受
信
方

式
を
提
案
し
、
そ
の
有
効
性
を

示
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

将
来
的
に
航
空
管
制
用
レ
ー
ダ

や
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
、
限
ら
れ
た
周

波
数
資
源
の
有
効
利
用
へ
と
繋

が
る
。
同
講
師
は
「
こ
の
賞
を

励
み
に
更
に
研
究
を
進
展
さ
せ

た
い
。
共
同
研
究
で
ご
指
導
戴

い
た
神
力
正
宣
元
教
授
に
感
謝

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

工
業
技
術
博
物
館

　

館
長
・
教
授　

松
野　

建
一

　
「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機
械
を
顕
彰

す
る
会
」（
会
長
・
守
友
貞
雄
理
事
、
事
務
局
・

当
博
物
館
）
に
よ
る
第
12
回
顕
彰
機
種
が
決

ま
り
、
6
月
9
日
（
水
）
に
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。
数
多
く
の
候
補
の

中
か
ら
厳
正
に
審
議
さ
れ
て
選
ば
れ
た
4
機

種
は
、
い
ず
れ
も
我
が
国
で
開
発
さ
れ
経
済

成
長
を
長
年
支
え
た
、
工
作
機
械
の
歴
史
に

残
る
名
機
で
あ
り
、
製
造
企
業
に
顕
彰
楯
が

贈
呈
さ
れ
る
。
こ
れ
で
顕
彰
数
は
46
機
種
と

な
り
、
そ
の
う
ち
18
機
種
が
当
博
物
館
に
展

示
さ
れ
来
館
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

【
顕
彰
機
種
の
概
要
】

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
賞

【
ニ
イ
ガ
タ
マ
シ
ン
テ
ク
ノ
・

ベ
ッ
ド
形
万
能
フ
ラ
イ
ス
盤
2

Ｕ
Ｍ
形
】（
製
造
開
始
・
昭
和

40
年
）
従
来
機
種
で
あ
っ
た
、

二
重
旋
回
式
主
軸
頭
を
持
つ
ひ

ざ
形
万
能
フ
ラ
イ
ス
盤
と
ベ
ッ

ド
形
生
産
フ
ラ
イ
ス
盤
の
利
点

を
組
み
合
せ
て
実
現
し
た
、
独

自
の
ベ
ッ
ド
形
万
能
フ
ラ
イ
ス

盤
で
あ
る
。
主
軸
頭
を
旋
回
さ

せ
て
刃
具
の
方
向
を
任
意
に
設

定
で
き
、
ま
た
大
型
加
工
物
の

重
切
削
も
可
能
と
な
り
、
我
が

国
の
高
度
成
長
期
に
お
け
る
高

生
産
性
の
要
請
に
応
え
た
。
販

売
台
数
は
9
5
2
6
台
（
Ｕ

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
全
体
で
は

1
2
0
0
0
台
超
）
で
あ
る
。

【
キ
ラ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

卓
上
ボ
ー
ル
盤
Ｎ
Ｓ
Ｄ
‐
13
Ｒ

形
】（
製
造
開
始
・
昭
和
35
年
）

当
時
多
く
の
町
工
場
で
手
作
業

式
卓
上
ボ
ー
ル
盤
が
穴
あ
け
に

使
わ
れ
て
い
た
が
、
ス
ピ
ン
ド

ル
横
に
深
さ
位
置
決
め
装
置
を

付
け
て
未
熟
練
者
で
も
正
確
な

深
さ
の
加
工
を
可
能
と
し
、
支

柱
に
ラ
ッ
ク
を
付
け
て
ハ
ン
ド

ル
回
転
で
加
工
テ
ー
ブ
ル
の
上

下
を
可
能
に
し
、
ス
ピ
ン
ド
ル

に
ス
プ
ラ
イ
ン
を
採
用
し
て
剛

性
を
強
化
す
る
等
の
改
良
を
加

え
た
も
の
で
、
シ
リ
ー
ズ
全
体

で
販
売
台
数
は
15
万
5
9
0
0

台
に
達
し
た
。

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

【
日
進
機
械
製
作
所
・
心
な
し

研
削
盤
Ｈ
Ｉ
‐
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
2

形
】（
製
造
開
始
・
昭
和
45
年
）

家
電
製
品
、
自
動
車
等
の
大
量

生
産
に
伴
っ
て
現
場
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
部
品
の
高
精
度
、
高

能
率
、
自
動
化
生
産
の
要
求
に

対
応
す
る
た
め
に
、
全
面
的
に

静
圧
油
軸
受
を
採
用
し
た
心
な

し
研
削
盤
の
開
発
を
始
め
、
砥

石
の
ツ
ル
ー
イ
ン
グ
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
精
度
、
調
整
車
の
成
形

精
度
を
向
上
さ
せ
、
真
円
度
、

円
筒
度
と
も
に
0.
3
μ
ｍ
以

下
を
安
定
し
て
達
成
さ
せ
た
機

種
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に

5
6
0
台
販
売
（
う
ち
輸
出
80

台
）
の
実
績
が
あ
る
。

【
日
立
ビ
ア
メ
カ
ニ
ク
ス
・
ひ

ざ
形
立
て
フ
ラ
イ
ス
盤
2
Ｍ
Ｗ

‐
Ｖ
形
】（
製
造
開
始
・
昭
和

52
年
）
前
身
の
汎
用
フ
ラ
イ
ス

盤
を
ベ
ー
ス
に
、
当
時
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
有
限
要
素
法

（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
）
で
主
軸
お
よ
び
主

要
構
造
部
を
設
計
し
、
総
重
量

の
20
％
以
上
削
減
、
高
剛
性
化

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
軸
送

り
系
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
採
用

し
、
操
作
ボ
タ
ン
、
各
軸
送
り

ハ
ン
ド
ル
等
を
前
面
集
中
化
し

て
作
業
者
の
使
い
易
さ
、
安
全

性
も
追
求
し
た
。現
在
ま
で
に

8
0
0
0
台
以
上
製
造
さ
れ
、

2
0
0
7
年
の
技
能
五
輪
国
際

大
会（
沼
津
）で
も
採
用
さ
れ
た
。

　LCセンターでは、2
階特集展示コーナー
で、様々な展示を行
なっている。4月は、
「新生活特集」と銘
打って、新入生の皆さ
んや、春から新たな生
活を始める方に向け
て、大学生活をサポー
トするための図書を紹介した。年間７回程度
を予定しているので、今後も期待して欲し
い。また、当センターではeBOOK（電子書籍）
を自然科学分野中心に、245冊所蔵している。
本学の学内LANに接続可能なパソコンであれ
ば、LCセンターのホームページから、いつで
も閲覧可能である。LCセンターに足を運ぶこ
となく利用できるので、非常に便利である。ぜ
ひご利用いただきたい。URLは、以下の通り。
http://ni t - l ib .cc- town.net/modules/
information/index.php?cid=7

eBOOKのメニュー画面

LCセンター情報

日立ビアメカニクス株式会社
ひざ形立てフライス盤2MW-V形

株式会社日進機械製作所
心なし研削盤 HI-GRIND2形

S T U D E N T F A C E
ス チ ュ ー デ ン ト フ ェ イ ス ‘10

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞

ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞
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学長室での記念撮影

機械工作センターなどを訪れ、学生と交流

20
歳
の
学
生
も

国
民
年
金

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
は
、
学
生
証
・
印
鑑
・

年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、
役

場
国
民
年
金
担
当
（
窓
口
2

番
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
手

続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
保

険
料
を
納
付
し
忘
れ
た
り
す

る
と
、
事
故
や
病
気
で
障
が

い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必

ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
20

歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
済
的
に
余
裕

が
な
く
納
付
が
困
難
な
場
合
、

　平成22年度科学研究費補助金の交付内定が文部科学省及び（独）日本
学術振興会から通知され、本学の交付内定者は26名（継続14名・新規12
名）で、過去最高の実績となった。
　国公立大学を含め科学研究費補助金全体の採択率は例年20％程度と
厳しい競争環境の中、本学は全体と同等の採択率である。今後も知識基
盤社会において本学の研究水準を高めていくため、教職員には益々の
ご尽力を期待したい。

平成22年度  科学研究費補助金内定

■基盤研究B 採択年度
カーボン系薄膜の極低摩擦のメカニズム追求と
その応用に関する研究 H21 三宅　正二郎

■基盤研究B（海外） 採択年度
ラオス国シェンクアン寺院遺跡群保存計画提案のための
現況及び建築様式に関する研究 H20 成田　剛

■基盤研究C 採択年度
もの作り教材学習支援システムに関する研究 H20 長坂　保美
マイクログリッド等の分散エネルギーネットワークに
実装する分散人工知能に関する研究 H20 石田　武志

筋電制御下肢補そう具を用いた歩行機構の基礎研究 H20 吉澤　信幸
血管内移動を目的にした自走カテーテルの研究 H20 中里　裕一
ケアマネジメント教育における
ノウハウ情報共有・活用効果の検証 H20 椋田　實

移動エージェントと進化アルゴリズムを用いた
群ロボットの効率的な制御の研究 H20 神林　靖

渦相関法とシンチレーション法を併用した
街区スケールの熱収支実測と数値モデル評価 H20 成田　健一

解析・調和関数空間の構造とその上の作用素の性質の研究 H20 大野　修一
関東における彫刻屋台の建築技術に関する研究 H21 黒津　高行
近世町家の形成と多様な形式の発生要因
─オランダ商館長などの記録を基礎史料に─ H21 波多野　純

導電性ダイヤモンドのプレス金型への適用技術開発 H22 古閑　伸裕
ＷＣ－Ｃｏ合金工具のリユースのための
ダイヤモンド膜除去技術の開発 H22 竹内　貞雄

極微細径工具による切削特性解明および
超音波振動切削システムの開発 H22 神　雅彦

耐熱性を改善させた
硬質炭素系トライボコーティングの開発 H22 渡部　修一

活性酸素による酸化ストレス評価用マイクロアレイチップの研究 H22 伴　雅人
正準形決定論的PSOの理論解析とその応用 H22 神野　健哉
対話型映像メディア技法による教育システムと
教材映像制作技法の研究 H22 新藤　義昭

有理型函数論の応用による複素函数方程式の研究 H22 石崎　克也
ダイヤモンド三次元マイクロ金型による超高圧下での
実験的塑性流動解析 H22 野口　裕之

理系学士課程における個に応じたコースデザインの開発 H22 田中　佳子
中小製造企業における「製品化スキル」に関する研究 H22 小田　恭市

■若手研究B 採択年度
自動車の自動隊列走行に向けた車群安定性向上に関する研究 H20 鈴木　宏典
明治後半の東京における病院の立地と建築　
─医療・衛生からみた都市と建築の変容 H21 勝木　祐仁

導電性ダイヤモンドを原料とする進PCD工具の開発と
その加工法に関する研究 H22 二ノ宮　進一

埼
玉
県
知
事
が
本
学
訪
問

　

5
月
15
日
（
土
）
に
上
田
清

司
埼
玉
県
知
事
、
庄
司
博
光
宮

代
町
長
ら
一
行
が
、
大
川
陽
康

理
事
長
、
柳
澤
章
学
長
を
表
敬

訪
問
し
、
官
学
連
携
に
関
す
る

実
態
把
握
、
新
た
な
連
携
を
模

索
す
る
こ
と
を
目
的
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

初
め
に
学
長
室
で
、
顔
合
わ

せ
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
生
と

の
交
流
や
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
、

工
業
技
術
博
物
館
の
施
設
見
学

を
し
た
。

　

学
生
と
の
交
流
は
、
機
械
加

工
工
房
の
見
学
時
に
行
わ
れ
た
。

二
ノ
宮
進
一
准
教
授
ら
教
員
陣

と
学
生
達
か
ら
小
型
旋
盤
の
部

品
加
工
・
製
作
、
組
立
て
の
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
完
成
さ

せ
る
工
房
で
の
活
動
状
況
の
話

し
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
知
事
か

ら
技
術
的
な
質
問
を
受
け
る
等

中
身
の
濃
い
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

こ
の
日
、
最
後
に
訪
問
し
た

工
業
技
術
博
物
館
で
、
工
業
技

術
の
発
達
を
体
感
し
た
知
事
は
、

同
館
が
学
生
へ
の
生
き
る
教
材

と
な
っ
て
い
る
点
を
高
く
評
価

し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
、
埼
玉
県
と

大
学
の
双
方
の
情
報
が
共
有
で

き
た
。
そ
し
て
、
教
育
・
研
究
、

環
境
分
野
で
の
新
た
な
連
携
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。 　

学
園
創
立
1
0
0
周
年
を

記
念
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
今

年
で
5
回
目
を
迎
え
る
。
建
設

的
で
実
践
的
な
社
会
人
育
成
、

企
業
家
精
神
の
醸
成
、
起
業
家

的
資
質
を
養
う
事
を
目
的
と
し

た
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。

　

応
募
資
格
は
本
学
に
在
籍
中

の
学
部
生
・
院
生
。
優
れ
た
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
者
に
は
、

研
修
費
が
贈
ら
れ
る
。
ま
た
、

今
回
よ
り
宮
代
町
が
共
催
と
し

て
加
わ
り
、
宮
代
町
の
活
性
化

に
関
す
る
優
秀
な
プ
ラ
ン
に
は
、

新
た
に
宮
代
町
長
賞
が
贈
ら
れ

る
。
今
年
も
事
前
登
録
制
で
エ

ン
ト
リ
ー
が
必
要
。

【
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
】
5
月
20

日
（
木
）
〜
6
月
12
日
（
土
）

【
プ
ラ
ン
応
募
期
間
】
7
月
1

日
（
木
）
〜
7
月
30
日
（
金
）

【
表
彰
式
】
11
月
5
日
（
金
）

＊
詳
細
は
U
R
L
を
参
照

http://w
w

w.nit.ac.jp/center/
cooperation/iu.htm

l

　

5
月
15
日
（
土
）
に
第
2
回

日
本
工
業
大
学
工
友
会
総
代
会

が
学
友
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

支
部
の
代
表
の
評
議
員
が
全
国

各
地
か
ら
参
集
し
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
工
友
会
基
金
の

運
用
組
織
と
し
て
「
一
般
社
団

法
人
こ
う
ゆ
う
会
」
の
設
立
が

報
告
さ
れ
た
。
奨
学
金
貸
与
な

ど
の
学
生
の
支
援
を
行
う
上
で

も
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
工
友
会
の
活
動
の

柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
県
知
事
が
本
学
訪
問

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

募集

第5回

工
友
会

総
代
会
開
催

５/15
（土）

　

4
月
8
日
（
木
）、
提
携
校

で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

州
立
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｌ
Ｃ
）
のDr. Phillip Hurttrup

（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

が
、
カ
ナ
ダ
研
修
所
所
長
の

Phil Cann
氏
と
共
に
本
学
を
表

敬
訪
問
し
た
。
柳
澤
学
長
、
渡

辺
副
学
長
と
会
談
の
後
、
満
開

の
桜
に
色
ど
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
（
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
、
超

高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
、
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
、
工
業
技
術
博
物
館

等
）
を
見
学
し
た
。

　

大
学
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と
の

昼
食
の
場
で
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
短
時
間
の
滞
在
で
は
あ

っ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の

ク
リ
ー
ン
さ
、充
実
し
た
施
設
・

設
備
、
そ
し
て
前
日
に
ス
タ
ー

ト
し
た
新
学
期
の
独
特
な
活
気

に
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
た
。

カ
ナ
ダ
Ｌ
Ｃ
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
が
来
学

　

本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
宮
坂

修
吉
先
生
が
、
平
成
22
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
た
。
こ
の
受

章
は
、
先
生
の
長
年
の
功
績
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
先
生
の
み

な
ら
ず
本
学
に
と
っ
て
も
大
変

喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
。

宮
坂
修
吉
先
生　

　
　
　

春
の
叙
勲

◆
工
業
教
育
研
究
所
長　

原
田
昭
教

授（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

原

田
昭
教
授（
再
任
）

◆
工
業
技
術
博
物
館
長　

松
野
建
一

客
員
教
授（
再
任
）

◆
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

城

戸
卓
男
教
授（
再
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
兼
担　

大
木

幹
雄
教
授（
再
任
）　

◆
財
務
部
経
理
課
長　

磯
雄
二
事
務

職
員（
新
任
）

（
5
月
1
日
付
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

波

多
野
純
教
授（
新
任
）

【
退
職
】（
3
月
31
日
）

◆
佐
久
間
陽
一
郎
教
授（
大
学
院
技

術
経
営
研
究
科
）

◆
柳
澤
章（
学
長
）／
出
張
先
＝
タ
イ

（
3
／
27
〜
31
）／
目
的
＝
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ

Ｔ
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
出
席
◆

古
閑
伸
裕（
機
械
工
学
科
教
授
）／
同

前
◆
藤
田
則
夫（
総
務
部
長
）／
同
前

◆
谷
本
直
教
授（
電
気
電
子
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン（
4
／
5
〜

12
）／
目
的
＝
第
2
回
計
算
機
支
援

教
育
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
成
田
健
一
教
授（
建
築
学
科
）／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ（
4
／
20
〜
27
）／
目

的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
修
了
式
お
よ
び

Ｌ
Ｃ
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
式
典
出
席

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／
出

張
先
＝
イ
ン
ド（
4
／
27
〜
5
／
4
）

／
目
的
＝
日
本
国
政
府
Ｏ
Ｄ
Ａ
有
償

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
･
エ
ロ
ー
ラ
ー
石
窟
寺
院
の
保

存
修
復

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
5
／

7
〜
9
）／
目
的
＝
顔
敏
傑
君
の
博

士
文
打
ち
合
わ
せ

◆
北
久
保
茂
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
5
／
12
〜
16
）／

目
的
＝
第
31
回
画
像
科
学
国
際
会
議

国
外
出
張

◆
名
誉
教
授　

原
利
次
元
副
学
長

◆
名
誉
教
授　

伊
藤
庸
一
元
建
築
学

科
教
授

【
任
命
】（
4
月
1
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
長
兼
務

　

柳
澤　

章
学
長（
新
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
副
研
究

科
長　

山
岡
斉
教
授（
再
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
副
研
究

科
長　

宇
野
永
紘
教
授（
新
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
教
務
委

員
長　

宇
野
永
紘
教
授（
再
任
）

◆
教
務
部
長
補
佐　

神
野
健
哉
准
教

授（
新
任
）

◆
実
験
教
育
系
総
括
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

梅
崎
栄
作
教
授（
再
任
）

◆
電
気
実
験
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

青

柳
稔
教
授（
再
任
）

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

西

村
誠
介
教
授（
再
任
）

◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー
長

兼
担　

村
川
正
夫
教
授（
再
任
）

◆
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
長
兼
担　

村
川
正
夫
教
授（
再
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長　

船
橋
昭

一
元
教
授（
再
任
）

名
誉
教
授
任
命

▼
本
学
と
1
9
9
1

年
12
月
か
ら
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て

い
る
タ
イ
王
国
の
Ｋ

Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ（
キ
ン
グ
モ

ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
・

ト
ン
ブ
リ
校　
学
生

数
約
1
万
8
0
0
0

名
、ス
タ
ッ
フ
数
約
2
0
0
0
名
、

　

学
部
数
11
）の
創
立
50
周
年
記

念
式
典
に
参
列
す
る
た
め
、理
事

長
、学
長
等
と
と
も
に
、3
月
27

日
〜
31
日
ま
で
行
っ
て
き
た
。

　

Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
と
は
協
定
締
結

以
来
、交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｋ
Ｍ
Ｕ

Ｔ
Ｔ
の
若
い
教
員
が
本
学
に
留

学
し
、修
士
・
博
士
の
学
位
を
取

得
し
て
再
び
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
に
戻

る
）が
継
続
し
て
い
る
。母
国
の
大

学
で
立
派
な
教
育
者
、研
究
者
に

一
段
と
成
長
し
、活
躍
し
て
い
る

姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
思
え
た
。

他
の
留
学
生
Ｏ
Ｂ
と
そ
の
家
族

と
も
懇
親
の
機
会
も
あ
り
、「
国
際

交
流
」と
一
言
で
は
片
付
け
ら
れ

な
い
国
を
超
え
た
心
の
通
い
合

い
を
真
に
感
ず
る
と
と
も
に
、い

ま
だ
に
日
本
語
を
流
暢
に
話
し

学
生
時
代
の
日
本
で
の
生
活
を

懐
か
し
く
し
か
も
熱
く
語
る
彼

ら
に
囲
ま
れ
、本
当
に
楽
し
い
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。日
本

工
業
大
学
を
変
わ
ら
ず
思
っ
て

い
て
く
れ
る
留
学
生
Ｏ
Ｂ
達
の

未
来
に
さ
ら
な
る
幸
福
あ
れ
と

思
う
。ま
た
、今
後
も
す
ば
ら
し
い

留
学
生
O
B
を
育
成
す
る
と
い

う
決
意
を
新
た
に
し
た
。（
Ｆ
）

宮代町
だより
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

教員免許状更新講習
　昨年度より教員免許状更新制が導入された。1,000人を
超える現職教員を輩出している本学は、教員養成機関と
しての社会的責任を果たすと同時にOB教員の要望に応
えるため、本年度も、8月2日から6日まで、教員免許状更新
講習を開講する（必修講習と選択講習の両領域）。本年度
の講習については既に申し込みは締め切られているが、
定員に余裕があれば受け付け可能なので問合せ願いた
い。なお、昨年度の受講者は46名で、本学卒業生は33名で
あった（定員50名）。（教職教育センター）

　本研修は、文部科学省の委託事業で、高等学校の産業教
育に関する教科・科目を担当する実習助手に対して、職
務に必要な最新の知識・技術を修得させ、資質の向上を
図ることが目的である。内容は、工業科教育法、ものづく
り環境工学、情報電気電子工学で、7月27日から8月3日ま
で本学で開催される。（教職教育センター）

産業教育実習助手研修

　高等学校「工業」、中学校「技術」専修免許取得を目的と
する免許法認定公開講座を開設する。現職教員を対象に
夏休みを利用し免許資格を取得するもので、期間は7月27
日（火）～8月3日（火）（各4日間）。開設科目は「応用加工学
特論」、「電子物性特論」の2科目である。詳細照会、要項請
求は生涯学習センターまで☎0480-34-4111（代）。

専修免許取得の公開講座

受講生募集

氏名又は団体名 学科 内容

赤坂　佑樹 情報 情報処理技術者試験の「応用情報技術者試験」
（4単位）合格

畑端　直翔 建築学
専攻 シェルター学生設計競技2009最優秀賞

平澤　健次 建築 国民体育大会アーチェリー競技成年男子　
個人8位入賞

松下　一成 電気電子 全日本学生体操競技選手権大会出場
東日本理工系大学体操競技選手権大会個人総合1位

みやしろイルミネーション
活動グループ3名 みやしろイルミネーション

アーチェリー部 理工系大学定期戦団体優勝

学生支援部長賞 表彰式
　3月26日（金）、理事室にて学長、学生支援部長の臨席のもと、学生
支援部長賞の表彰式が行われた。今年で3回目となるこの表彰式で
は、2団体と個人4名が受賞対象となった。

平成21年度学生支援部長賞表彰者一覧

　本学の環境推進活動も10年目に入って
いる。本学は全国的にも環境への取組みが
盛んな大学として知られるようになって
きている。活動成果報告として毎年「環境
報告書」を発行しているが、そのダイジェ
スト版ともいえる「エコロジープレス№
10」が発行される。ホームページ上には既
に３月から掲載、公開がされているが、印
刷物として来学者等に配布できるように
制作するものである。基本的にはペーパー

レス化を図る意味
でWEB上での公開
を優先させている。
今回表紙を飾るの
は、環境整備の一環
として昨年完成し
た学友門からのア
プローチの写真で
ある。

「エコロジープレス№10発行」
環境マネジメント活動の推進

で
の
論
文
発
表

◆
三
好
和
壽
教
授（
先
端
材
料
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ（
5
／
12
〜
20
）／
目
的
＝
米
国

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
・
潤
滑
学
会
年
次

大
会
で
の
研
究
論
文
発
表
お
よ
び
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
研
究
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

◆
中
里
裕
一
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ（
5
／

25
〜
31
）／
目
的
＝
マ
イ
ク
ロ
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
と
マ
イ
ク
ロ
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
関
す
る
学
術
会
議
2
0
1
0
で

の
論
文
発
表

◆
伴
雅
人
准
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）／
出
張
先
＝
香
港（
5
／
27

〜
30
）／
目
的
＝
マ
イ
ク
ロ
化
学
と

マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン

ス（
5
／
30
〜
6
／
6
）／
目
的
＝
欧

州
精
密
工
学
国
際
会
議
で
の
論
文
発

表
お
よ
び
研
究
打
ち
合
わ
せ

平成21年度

国
際

交
流

人
事
異
動
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